
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【駅とまちをつなぐ回遊性の高い歩行者ネットワーク】 

渋谷の特徴である坂道や路面店などがにぎわう地上部分を主として、「駅からまちへ」、「まちからまちへ」とつな

がる動線を強化し、歩行者ネットワークの整備を進め、回遊性のあるまちづくりを進めています。 

また、ＪＲ線と国道２４６号線による東西と南北のまちの分断を解消するため、新たな自由通路や地下通路を整

備すると同時にバリアフリー動線も整備します。 

【谷地形を多層につなぐ歩行者ネットワーク】 

渋谷駅は谷地形の底に位置しており、道玄坂や宮益坂のような坂の多い地形となっています。 

この地形を活用し、地上だけではなくデッキや地下通路を整備することで、多層にわたる歩行者ネットワークを

形成し、谷地形のまちを楽に移動できるようにします。 

【だれもが歩きやすい優しいまちへ】 

上・下階への移動が容易となるよう、歩行者ネットワークの主な結節点にアーバン・コアを設置します。 

アーバン・コアは、エレベーターやエスカレーターの機能を備えるだけではなく、視認性が高くまちに対して開

かれたランドマークとなるものです。また、アーバン・コアは、広場等の公共空間とも接し、人々が憩い、集え

る空間にもなります。 


